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皆
さ
ん
か
ら

　
　
選
ば
れ
た
16
人

　

10
月
30
日
に
行
わ
れ
た
津
南
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
よ
り
、
16
人
の

町
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
前
回
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
た
４
年
前
か

ら
の
再
当
選
議
員
は
８
名
。
初
当
選
４
名
を
含
む
新
体
制
の
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

10
月
30
日
に
任
期
満
了
に
伴
う
津
南
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
定
数
16
名
の
と
こ
ろ
に
17
名
が
立
候
補
し
５

日
間
の
選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
今
回
当

選
し
た
16
名
の
う
ち
、
４
年
前
の
一
般
選
挙
当

選
者
が
８
名
、昨
年
の
補
選
当
選
者
が
４
名
、初

当
選
者
が
４
名
、
半
数
の
８
名
が
議
員
経
験
２

年
未
満
の
新
体
制
町
議
会
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
上
村
町
政
後
、
初
の

町
議
会
選
挙
で
も
あ
っ
た
今
回
。
当
選
さ
れ
た

16
人
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
津
南
町
が
創

造
さ
れ
る
の
か
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
16
名
の
皆
さ
ん
の
声
と
、

町
議
会
に
は
ど
ん
な
役
目
と
権
限
が
あ
る
か
を

簡
単
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ご
覧
い
た
だ
き
、
当

選
さ
れ
た
議
員
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
見

守
り
く
だ
さ
い
。

※
４
ペ
ー
ジ
か
ら
の
当
選
議
員
紹
介
は
、
得
票

順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　

項　　目 計 前回（平成19年10月28日執行）

当日の有権者数 9,226人 9,563人

う ち 投 票 者 数 7,535人 8,080人

う ち 棄 権 者 数 1,691人 1,483人

投 　 票 　 率 81.67％ 84.49％

投 票 総 数 7,535票 8,080票

う ち 有 効 投 票 7,452票 8,018票

う ち 無 効 投 票 83票 62票

■投票の状況

■選挙結果（得票順）

※補欠選挙

氏　　名 年齢 得票総数 前回得票数 集落 党　　派 当選回数

当 桑 原 悠 25 1144.495 − 貝 坂 無 所 属 1

当 恩 田 稔 60 559　　 1,502票　（H22.4.11）※ 鹿 渡 無 所 属 2

当 吉 野 徹 63 558　　 519票 （H19.10.28）　 秋成逆巻 無 所 属 5

当 伊 林 康 男 73 522　　 439票 （H19.10.28）　 十二ノ木 無 所 属 3

当 藤 ノ 木 浩 子 51 468　　 493票 （H19.10.28）　 反 里 口 日本共産党 4

当 中 山 弘 58 448　　 1,586票　（H22.4.11）※ 大 割 野 無 所 属 2

当 石 田 タ マ ヱ 62 437　　 − 反 里 無 所 属 1

当 滝 澤 茂 光 69 403　　 374票 （H19.10.28）　 赤 沢 無 所 属 2

当 津 端 眞 一 63 397　　 1,049票　（H22.4.11）※ 上 野 無 所 属 3

当 桒 原 洋 子 61 386.504 1,207票　（H22.4.11）※ 米 原 日本共産党 2

当 河 田 強 一 58 369　　 433票 （H19.10.28）　 亀 岡 無 所 属 4

当 風 巻 光 明 60 336　　 − 大 割 野 無 所 属 1

当 根 津 勝 幸 56 320　　 482票 （H19.10.28）　 赤 沢 無 所 属 3

当 大 平 謙 一 66 304　　 447票 （H19.10.28）　 割 野 無 所 属 4

当 村 山 道 明 59 286　　 − 割 野 無 所 属 1

当 草 津 進 62 270　　 444票 （H19.10.28）　 赤 沢 無 所 属 5

次 福 原 照 男 69 244　　 639票 （H19.10.28）　 外 丸 無 所 属 1

得票に少数点以下があるのはなんで？
　今回の選挙のように「桑原」姓の立候補者が複数いる場合に、投票用紙に「桑原」とだけ書かれている票が出ることがあります。

その場合には、立候補者を特定できる票数を先に確定させ、その比率により「桑原」とだけ書かれた「投票の票数」をわけます。

　仮に桑原ＡさんＢさんが特定できる票がそれぞれ、700 票、300 票あり、「桑原」とだけ書かれた票が 10 票あったとすると、

Ａさんに７票、Ｂさんに３票ずつ得票されます。

　実際には、もっと細かい比率になりますので、小数点以下の得票が発生することになります。

　

議
会
は
、町
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
で
構
成

さ
れ
、皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
重
要
な

事
項
を
決
め
ま
す
。一
方
で
、同
じ
く
選
挙
で
選

ば
れ
る
町
長
は
、議
会
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
に

基
づ
い
て
具
体
的
に
仕
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

議
会
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
権
限
を

持
っ
て
い
ま
す
。

■
議
決
権

　
条
例
の
制
定
・
改
正
・
廃
止
、
予
算
の
決
定
、

決
算
の
認
定
、
大
き
な
契
約
の
締
結
な
ど
、
議

会
の
最
も
基
本
的
な
仕
事
で
す
。

■
同
意
権

　
町
長
が
副
町
長
や
監
査
委
員
な
ど
を
選
任
す

る
場
合
に
は
議
会
の
同
意
が
必
要
で
す
。

　

議
会
は
、年
４
回
の
定
例
会
と
必
要
に
応
じ

て
開
か
れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。定
例
会
、臨

時
会
で
全
議
員
で
開
催
す
る
会
議
を「
本
会
議
」

と
い
い
ま
す
。こ
の「
本
会
議
」の
ほ
か
、専
門

的
、能
率
的
に
詳
し
く
審
査
す
る
た
め
に
、「
委

員
会
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
委
員
会
」に

は
、常
任
委
員
会
、議
会
運
営
委
員
会
、特
別
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。そ
の
ほ
か
、全
議
員
で
話
し

合
い
を
す
る
全
員
協
議
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
本
会
議

　
年
４
回（
６
月
、
９
月
、
12
月
、
３
月
）
開
催
さ

れ
、全
議
員
の
多
数
決
で
決
ま
り
ま
す
。

■
委
員
会

・
総
文
福
祉
常
任
委
員
会

・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
選
挙
権

　
議
長
、
副
議
長
、
選
挙
管
理
委
員
な
ど
を
選

挙
し
ま
す
。

■
検
査
権
と
調
査
権

　
町
政
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
監
視
す

る
た
め
、
町
の
事
務
を
検
査
し
た
り
、
監
査
委

員
に
監
査
を
求
め
ま
す
。

■
意
見
書
提
出
権

　
町
の
利
益
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
と
し

て
意
見
書
を
ま
と
め
、
国
や
行
政
機
関
な
ど
に

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
請
願
書
受
理
・
審
査
権

　
提
出
さ
れ
た
請
願
を
審
査
し
、
必
要
と
認
め

る
も
の
は
、
町
長
に
送
り
、
実
現
に
努
め
ま
す
。

議
会
の
権
限

議
会
の
運
営

議会って何？再確認しましょう

選挙 選挙選挙 選挙

お金の使い方などを決める。
（議決）

町民の声を聞く 公共サービス

意見・希望 意見・希望

町民の声を聞く 公共サービス

意見・希望 意見・希望

お金の使い方などを提案する。

町民町民

町議会 町長
（役場）

町議会 町長
（役場）

議会と町長は対等の立場なんだよ。

町民から選ばれた議員だからこそ、

議場で行う質問や意見は、町政運営

で無視することのできないたいせつ

な意見として扱われ

るんだね。町議会は、

町民に一番身近な政

治の場なんだ。
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桑
原
悠
の
目
指
す
も
の
２
０
１
１

①
津
南
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定
を
提
案
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
議
会
の
自
己
改
革
で
す
。
町
民
と

の
関
係
に
お
い
て
、
行
政
と
の
関
係
に
お
い
て
、

町
議
会
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
最
高
規
範
性
を

も
っ
た
条
例
を
早
期
に
提
案
し
ま
す
。

②
津
南
農
業
の
比
較
優
位
性
を
高
め
る
戦
略
を

提
案
し
ま
す
。

　
専
業
、
第
１
種
・
第
２
種
兼
業
、
退
職
後
の

楽
し
み
と
し
て
の
農
業
が
共
存
し
、
か
つ
全
体

と
し
て
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
戦
略
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。
各
品
目
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

生
産
過
程
に
お
け
る
収
益
性
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
販
売
促
進
を
目
的
と
し
た
広
告
料
補
助

や
生
産
履
歴
の
公
表
を
提
案
し
ま
す
。

③
健
康
で
自
立
し
た
シ
ニ
ア
の
多
い
高
齢
社
会

を
目
指
し
ま
す
。

　
実
証
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
借
り
、
買

い
物
難
民
の
解
消
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
健

康
促
進
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

④
娯
楽
施
設
、商
業
施
設
の
誘
致
に
賛
成
し
ま
す
。

　
町
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
農
業
以
外
の

土
地
利
用
も
模
索
し
ま
す
。

①
津
南
町
の
国
保
料
は
県
内
で
２
番
目
に
安
い
。

そ
れ
は
人
間
ド
ッ
ク
や
保
健
活
動
の
推
進
で

医
療
費
を
抑
え
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
で
国
保
料
を
軽
減
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

国
は
、
市
町
村
単
位
の
国
保
制
度
を
県
一
本

の
制
度
に
し
て
市
町
村
の
負
担
増
を
企

く
わ
だ

て
て

い
ま
す
。津
南
の
安
い
国
保
料
を
守
り
ま
す
。

②
買
い
物
に
困
っ
て
い
る
人
を
な
く
す
た
め
、

町
と
商
業
者
と
の
共
同
で
移
動
販
売
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

③
高
校
生
の
通
学
支
援
制
度
を
求
め
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

④
原
発
ゼ
ロ
へ
。
津
南
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

先
進
地
に
。

　
日
本
に
は
、
太
陽
光
、
中
小
水
力
、
地
熱
、

風
力
な
ど
可
能
資
源
量
が
20
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

上
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
環
境
省
な

ど
）
原
発
54
基
の
発
電
能
力
の
40
倍
で
す
。
脱

原
発
を
決
断
し
た
ド
イ
ツ
は
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
で
こ
の
５
年
間
に
11
万
人
の
新
た
な

雇
用
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
津
南
の
豊
か
な

水
力
、森
林
農
地
を
活
か
し
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
先
進
地
づ
く
り
で
仕
事
と
雇
用
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

　
ど
の
家
庭
で
も
思
い
は
い
っ
し
ょ
で
す
。
幼

い
子
、
年
老
い
た
人
、
体
弱
な
か
た
を
優
先
に

考
え
、
隣
近
所
と
の
付
き
合
い
か
ら
、
世
界
に

羽
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
を
送
り
出
す
喜
び
は
。

①
家
族
団
ら
ん
の
場
所
「
居
間
」
は
兄
弟
が
集

ま
っ
て
く
る
か
。

②
外
で
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
声
が
聞
こ
え
て
く

る
か
。

③
お
年
寄
り
の
日ひ

な

た向
ぼ
っ
こ
が
見
え
る
か
。

④
隣
の
し
ょ
が
お
茶
飲
み
に
き
て
く
れ
る
か
。

⑤
た
ま
に
は
皆
で
う
ん
め
も
ん
食
っ
て
い
る
か
。

⑥
夫
婦
仲
は
い
や
ん
か
。

　
津
南
町
を
楽
し
く
す
る
に
は
、「
全
町
皆
家

族
」の
考
え
方
が
一
番
と
私
は
考
え
る
。例
え
ば

子
ど
も
た
ち
の
教
育
費
を
考
え
れ
ば
、
ど
こ
か

で
節
約
我
慢
が
必
要
だ
。「
し
わ
よ
せ
」
と
思
わ

ず
に
家
族
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た

ち
の
先
祖
が
何
故
こ
の
地
を
選
ん
だ
か
考
え
る
。

ま
ず
水
、土
地
だ
。先
人
か
ら
引
き
継
が
れ
た
財

産
を
有
効
に
活
用
す
る
に
は
、
農
業
観
光
と
信

じ
て
い
る
。先
人
の
築
き
上
げ
た
農
地
や
心
を
、

町
外
に
配
信
交
流
し
、悠
久
の
河
岸
段
丘
、大
河

の
渓
谷
、
こ
の
地
の
百
名
山
を
も
っ
て
望
め
ば

ジ
オ
パ
ー
ク
も
現
実
に
な
る
。「
し
ゃ
け
作
戦
」

を
考
え
、次
世
代
の
為
に
私
は
生
き
る
。

　
私
は
こ
の
先
の
議
員
活
動
で
、「
誰
で
も
が

住
み
慣
れ
た
地
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
」
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
務
め
ま
す
。

①
障
害
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
整
備

（
就
労
環
境
・
住
宅
等
）。

②
高
齢
者
の
介
護
予
防
を
徹
底
し
、

介
護
保
険
料
負
担
額
の
値
上
げ
抑

制
を
図
る
。

③
津
南
病
院
と
の
連
携
で
「
病
児
保

育
」
の
実
現
を
目
指
し
、
子
育
て

世
代
を
支
援
。

④
将
来
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た

め
に
、
意
欲
の
あ
る
人
へ
の
支
援

と
学
べ
る
環
境
整
備
。

⑤
津
南
産
農
産
物
の
「
他
地
域
と
の

差
別
化
」
を
図
る
と
共
に
、
高
付

加
価
値
を
追
求
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
の
創
生
。

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
為
に
は
、
地
域
の
皆
様

の
下
へ
足
を
運
び
、
声
に
耳
を
傾
け
て
、
そ
れ

ら
に
誠
実
に
応
え
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
て
参
り

ま
す
。

◎
水
資
源
の
活
用

　
名
水
竜
ヶ
窪
を
中
心
と
し
た
湧
水
の
活
用
で

わ
さ
び
栽
培
で
新
た
な
産
業
創
出
を
！

　
　
山
間
地
域
ほ
ど
き
れ
い
な
水
が
あ
り
観
光

資
源
と
し
て
も
大
き
な
力
が
あ
り
ま
す
。
小

水
力
発
電
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

◎
大
割
野
地
区
は
津
南
の
顔
、中
等
校
等
の
学
路

で
も
あ
る
歩
道
な
き
通
学
路
の
早
期
解
消
を
。

◎
津
南
の
中
心
地
は
大
割
野
で
あ
り
、
よ
う
こ

そ
津
南
へ
と
、
い
ざ
な
う
拠
点
と
し
て
車
社

会
を
受
け
入
れ
る
為
に
も
、
津
南
大
型
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
構
想
実
現
は
津
南
町
再
生
へ
の
大

き
な
切
り
札
と
な
り
、
行
政
も
大
き
な
決
断

の
と
き
と
考
え
推
進
し
ま
す
。

◎
津
南
町
の
恵
ま
れ
た
生
活
環
境
は
長
寿
の
町

と
し
て
も
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。保
健
、保
養

の
ま
ち
づ
く
り
を
更
に
推
進
い
た
し
ま
す
。

◎
津
南
町
は
や
は
り
農
業
立
町
、し
か
し
、と
り

ま
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
、

誤
ま
り
な
き
推
進
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め

ら
れ
ま
す
の
で
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
す
。

◎
議
員
定
数
削
減

①
交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

人
口
が
減
る
こ
と
は
イ
コ
ー
ル
消
費
の
減
少

で
す
。
こ
れ
を
補
う
に
は
、
い
か
に
都
会
の
人

を
津
南
町
に
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
で
す
。
定

住
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
、
そ
う
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
意

外
に
で
き
る
も
の
で
す
。
住
ん
で
い
る
自
分
た

ち
が
津
南
に
自
信
を
持
っ
て
接
す
れ
ば
、
津
南

の
魅
力
を
十
分
感
じ
取
っ
て
く
れ
ま
す
。
津
南

に
は
そ
れ
だ
け
の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
交
流
を

通
し
て
、
都
会
の
人
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
津
南
に
あ
る
全
て
の
資
源
を
観
光
と
組

み
合
せ
て
津
南
を
丸
ご
と
売
り
ま
し
ょ
う
。

②
若
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
は
好
き
嫌
い
に
関
わ

ら
ず
、ど
ん
ど
ん
進
み
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
雇
用

を
生
み
出
す
産
業
で
あ
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。
工
場
の
誘
致
と
違
い

条
件
不
利
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
か
ら
も

積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
も
し
皆

様
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
会
社
に
お
知
り
合
い

の
人
が
お
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
、ご
紹
介
く
だ
さ

い
。会
社
を
訪
問
し
誘
致
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
国
際
経
済
の
悪
化
、
国
内
の
大
震
災
等
に
よ

る
国
民
生
活
力
の
低
下
、
そ
し
て
長
引
く
日
本

経
済
の
低
迷
、
切
迫
す
る
若
者
の
就
職
難
。

　
こ
れ
ら
の
情
勢
下
で
は
、
町
行
政
は
国
政
の

「
変
革
」
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
津
南
町
と
し
て
は
、
町
の
命
を
絶
や
さ
な
い

た
め
に
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
の
対
策
が

急
務
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
若
者
自
ら
が
若

者
の
受
け
皿
を
つ
く
る
事
業
を
支
援
す
る
体
制

づ
く
り
や
、
町
財
政
の
歳
入
の
確
保
と
町
民
の

負
担
の
あ
り
か
た
を
検
討
す
る
な
ど
、
発
想
の

転
換
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

①
若
者
の
定
住
促
進

−

農
業
生
産
組

織
、
福
祉
・
観
光
施
設
の
充
実
と

雇
用
の
場
確
保
。

②
起
業
支
援
体
制
の
整
備

③
子
育
て
支
援
体
制
の
拡
充

④
教
育
環
境
の
拡
充

⑤
医
療
福
祉
環
境
の
充
実

⑥
危
機
管
理
の
構
築
、
道
路
整
備
の

継
続

　
津
南
町
の
現
在
お
か
れ
て
い
る
位
置
づ
け
、

状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
分
析
・
認
識
す
れ
ば

将
来
が
い
か
に
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
か
、
ま

た
超
過
疎
の
中
に
埋
没
し
か
ね
な
い
こ
と
が
予

測
可
能
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
の
何な
ん
び
と人

も
暗
い
将
来
を
描
く
よ
り
、
明

る
く
楽
し
い
未
来
を
想
定
し
た
い
の
は
共
通
の

願
い
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
重
要
施
策
は
、

１.

少
子
高
齢
化
へ
の
歯
止
め
を
ど
う
す

る
か

　

就
業
機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
に

①
産
業
創
造
に
よ
る
若
者
層
の
定
住
促
進

　

「
方
策
は
い
く
つ
も
考
え
ら
れ
る
」

②
新
規
地
場
産
業
の
政
策
的
発
生
を
図
る

③
交
流
人
口
増
加
施
策
に
よ
り
、
観
光
業

同
関
連
産
業
、
既
存
産
業
の
再
活

２.

地
方
主
催
の
時
代
を
見
据
え
る

　

二
元
代
表
制
の
一
方
を
担
う
責
任
あ
る

町
議
会
の
機
能
的
、運
営
的
充
実
を
図
る
。

①
議
会
へ
の
町
民
参
画

　

町
民
の
多
様
な
意
見
を
町
政
に
反
映
。

②
政
策
立
案
、
町
長
等
へ
の
政
策
提
言
機

能
の
充
実
。

ア
イ
デ
ィ
ア
は
、地
方
か
ら
生
ま
れ
る
。

自
主
自
律
の
ま
ち
へ
。

住
み
続
け
ら
れ
る
津
南
町
へ

津
南
全
町
を

　
　「
大
家
族
」の
思
い
で
！

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

　
　
　
　
津
南
町
を
目
指
し
て

恵
ま
れ
た
津
南
の

　
　
大
自
然
を
活
か
す
政
策
を

津
南
は
宝
の
山
だ

若
者
の
存
在
が
町
の
力

先
を
見
据
え
た
施
策

桑
くわはら

原　悠
はるか

 
（貝坂）

藤
ふじ

ノ
の

木
き

浩
ひろ

子
こ

（反里口）

中
なかやま

山　弘
ひろむ

（大割野）

石
いし

田
だ

タマヱ
（反里）

滝
たきざわ

澤　茂
しげみつ

光
（赤沢）

恩
おん

田
だ

　稔
みのる

 
（鹿渡）

吉
よし

野
の

　徹
とおる

 
（秋成逆巻）

伊
い

林
ばやし

　康
やす

男
お

 
（十二ノ木）
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①
定
住
化
対
策

　
仕
事
場
の
確
保
は
企
業
誘
致
や
地
場
産
業
の

振
興
、
農
業
の
６
次
産
業
化
な
ど
へ
の
町
の
支

援
が
必
要
で
す
。
ま
た
町
に
住
む
若
者
や
Ｉ

タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
人
へ
の
住
宅
支
援
も
重

要
で
す
。
子
育
て
し
や
す
い
町
に
す
る
為
に
は

出
産
祝
い
金
の
増
額
や
保
育
料
の
引
き
下
げ
、

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
、
教
育
費
助
成
、
奨

学
金
の
無
利
子
で
の
提
供
な
ど
思
い
切
っ
た
支

援
策
が
必
要
で
す
。

②
農
地
の
荒
廃
を
防
ぐ
対
策

　
農
業
者
の
平
均
年
齢
は
66
歳
で
す
。
近
い
将

来
離
農
者
が
増
大
す
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
面

積
が
狭
く
、
補
助
対
象
か
ら
外
れ
た
未
整
備
農

地
や
再
整
備
す
べ
き
農
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
整
備
し
地
域
に
あ
っ
た
集
団
営
農
な
り
集

団
化
し
た
営
農
を
行
い
、
限
界
集
落
を
防
ぐ
。

③
津
南
病
院
の
充
実
と
特
養
施
設
拡
充

　
年
を
と
っ
て
も
安
心
し
て
住
め
る
住
環
境
づ

く
り
が
重
要
で
す
。
克
雪
の
町
づ
く
り
の
さ
ら

な
る
拡
充
、
津
南
病
院
の
医
師
確
保
、
国
民
年

金
で
入
所
で
き
る
特
養
施
設
の
拡
充
な
ど
安
心

し
て
住
め
る
町
づ
く
り
が
重
要
な
条
件
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
私
は
出
発
し
ま
す
。

①
豪
雨
・
農
産
物
被
害
・
震
災
・
豪
雪
時
に
対

し
て
、
皆
さ
ん
の
心
配
事
な
ど
を
適
切
に
答

え
て
く
れ
る
災
害
業
務
専
門
部
所
を
町
へ
働

き
か
け
ま
す
。

②
温
も
り
の
あ
る
福
祉
支
援
に
。
少
子
高
齢
化

に
備
え
て
、
津
南
病
院
の
診
療
体
制
や
夜
間

救
急
診
察
充
実
が
課
題
で
す
。
ま
た
高
齢
者

の
医
療
費
増
加
を
考
え
、
予
防
医
療
の
拡
充

支
援
に
努
め
ま
す
。

③
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
９
カ
国
）

政
府
は
11
月
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋

経
済
協
力
会
議
21
カ
国
）
の
会
合
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
参
加
に
前
向
に
協
議
し
て
い
ま
す
。
参
加

に
よ
っ
て
中
山
間
地
農
家
は
暮
ら
し
が
変
わ

り
ま
す
。
支
援
に
つ
い
て
、
声
を
聞
き
対
策

を
考
え
ま
す
。

③
雪
を
産
業
に
。
雪ゆ

き
む
ろ室

施
設
や
雪
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
す
る
研
究
機
関
を
誘
致
運
動
し
、
そ

こ
か
ら
雇
用
に
繋
げ
る
行
動
を
し
ま
す
。
政

府
の
「
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
復
活
に

町
の
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

■
人
の
集
ま
る
ま
ち
、
交
流
が
盛
ん
な
ま
ち
づ

く
り
と
町
の
政
策
、
施
策
を
前
進
さ
せ
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　『
人
づ
く
り
』　
人
と
人
と
が
信
頼
し
尊
重
し

一
丸
と
な
っ
て
支
え
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

■
産
業
経
済
の
活
性
化
で
雇
用
の
場
確
保

　
収
入
が
得
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
に
人
は
住
ま
な

く
な
り
ま
す
。
働
く
場
所
の
確
保
と
所
得
の
安

定
向
上
で
若
者
の
定
着
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

■
福
祉 

医
療 

子
育
て
の
充
実
町
民
の
安
心
を

　
町
民
の
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
津
南
病
院

の
機
能
の
確
保
、
学
童
保
育
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
充
実
、
在
宅
介
護
に
手
厚
い
援
助
と

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
は
か
り
ま
す
。

■
教
育 

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
を
さ
ら
に
進

め
文
化
活
動
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
中
津
川
運
動
公
園
の
早
期
完
成
と
空
き
校
舎

の
利
用
で
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
健
康
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。
町
民
の
日
の
設
定
で
楽
し
い

場
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
豪
雪 

地
震  

水
害 

防
ぎ
よ
う
の
な
い
災
害

復
旧
に
努
め
強
い
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
公
約
実
現
に
向
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

■
待
機
者
が
２
２
０
人
を
超
え
て
い
る

特
養
ホ
ー
ム
。
国
民
年
金
で
入
れ
る
特

養
ホ
ー
ム
の
増
設
を
目
指
し
ま
す
。

■
津
南
病
院
の
充
実
を

　
医
師
の
確
保
、
看
護
師
増
員
な
ど
に
力
を
入

れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
か
か
れ
る
地

域
医
療
を
守
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
へ
町
民
負
担
の
軽
減
を

　
農
地
復
旧
も
、周
辺
自
治
体
な
み
に「
補
助
率

を
90
％
に
。」一
部
損
壊
へ
の
支
援
拡
充
に
向
け

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

■
除
雪
対
策
の
充
実
強
化
に
向
け
て
が

ん
ば
り
ま
す
。

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
へ

　
町
長
、
農
協
、
農
業
委
員
会
、
町
議
会
が
共
に

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
強
く
反
対
。
農
業
と
地
域

経
済
を
壊
し
、
過
疎
と
高
齢
化
を
加
速
す
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
を
阻
止
す
る
た
め
の
戦
い
を
さ
ら
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

１.

津
南
農
業
の
発
展

①
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

　
津
南
の
地
に
あ
っ
た
新
た
な
作
物
を
見
つ

け
、
伸
ば
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
雪ゆ
き
む
ろ室

を
利
用
し
安
定
出
荷
、
出
荷
期
間

の
延
長
等
に
よ
り
販
売
額
に
増
加
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
農
産
加
工
分
野
は
こ
れ
か
ら
益
々
伸
び
て
い

く
と
思
わ
れ
ま
す
。
積
極
的
に
研
究
し
、
農
畜

産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

②
後
継
者
の
育
成

　
生
産
者
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
担
い
手
を

中
心
と
し
た
農
業
の
法
人
化
、
集
団
営
農
等
積

極
的
に
進
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
す
ぐ

に
取
り
組
ま
な
く
て
は
将
来
に
不
安
を
残
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

２.

観
光
へ
の
取
り
組
み

　
平
成
26
年
北
陸
新
幹
線
開
通
に
伴
い
、
観
光

客
の
誘
客
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
近

隣
市
町
村
と
連
携
を
取
り
進
め
る
と
と
も
に
、

受
け
入
れ
体
制
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
自
立
を
決
意
し
た
津
南
町
か
ら
既
に
６
年
を

経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
経
済
危
機
に
よ
る
全

般
的
な
産
業
の
低
迷
そ
し
て
自
然
災
害
に
よ
る

混
乱
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
津
南
町

全
体
の
力
で
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
少
子
高
齢
化
に
伴
う
財
政
状
況

の
不
安
や
国
際
社
会
に
よ
る
農
業
振
興
の
低
迷

等
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
議
会
と
行
政

そ
し
て
町
民
の
皆
様
と
し
っ
か
り
と
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
力
強
い
津
南
町
を
育
ん
で
ま
い
り
た

い
と
決
意
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
小
さ
く
て

も
全
国
へ
キ
ラ
リ
と
輝
く
津
南
町
を
発
信
し
て

い
け
れ
ば
必
ず
素
晴
ら
し
い
町
に
な
れ
る
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
為
に
は
次
の
施
策
に

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

①
来
る
べ
き
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
福
祉
と

医
療
支
援
の
充
実

②
農
業
を
主
体
と
し
た
特
産
物
の
更
な
る
支
援

③
教
育
環
境
の
整
備

④
町
民
の
皆
様
の
声
の
届
く
開
か
れ
た
議
会
運

営
を
行
い
、
一
つ
で
も
二
つ
で
も
全
国
に
誇

れ
る
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
少
子
化
が
進
む
中
、
保
育
園
、
小

学
校
、
中
学
校
の
教
育
環
境
整
備

が
急
務
と
考
え
ま
す
。
子
育
て
が

し
や
す
い
町
、
不
登
校
の
な
い
町

と
な
る
よ
う
環
境
整
備
に
努
力
い

た
し
ま
す
。

●
来
年
開
催
さ
れ
る
大
地
の
芸
術
祭

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
町
中

心
部
の
元
農
政
局
空
き
地
に
て
、

作
家
作
品
の
中
で
大
地
の
市
場
を

展
開
い
た
し
ま
す
。
流
入
人
口
増

加
と
域
内
所
得
向
上
に
努
力
い
た

し
ま
す
。

●
災
害
復
旧
工
事
が
よ
う
や
く
始
ま

り
ま
し
た
。
国
県
道
、
町
道
に
つ

い
て
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
お
り

ま
す
。

　

農
地
の
工
事
も
始
ま
り
ま
し
た
が
、

天
候
の
状
況
に
よ
り
来
春
の
作
付

に
間
に
合
う
よ
う
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

安
心
し
て
住
め
る
町
を

　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
て

安
心
・
安
全
の
町
づ
く
り

心
を
一
つ
に

　（
人
が
元
気
、町
が
元
気
、自
然
が
元
気
）

町
民
の
皆
さ
ん
と

　
　
　
力
を
合
わ
せ
て

津
南
農
業
の
発
展
と
観
光

キ
ラ
リ
と
輝
く

　
　
津
南
町
を
目
指
し
て

こ
の
町
の
未
来
と

　
　
災
害
復
旧
へ
の
取
り
組
み

根
ね つ

津　勝
かつゆき

幸
（赤沢）

大
おおひら

平　謙
けんいち

一
（割野）

村
むらやま

山　道
みちあき

明
（割野）

草
くさ

津
つ

　進
すすむ

（赤沢）

桒
くわばら

原　洋
よう

子
こ

 
（米原）

河
かわ

田
だ

　強
きょう

一
いち

 
（亀岡）

風
かざまき

巻　光
みつあき

明 
（大割野）

津
つ

端
ばた

　眞
しんいち

一 
（上野）

　
町
政
が
使
え
る
お
金
は
す
べ
て
町
民
の
も
の

で
あ
り
、
行
政
と
議
会
の
両
輪
で
行
使
さ
れ
る

も
の
で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
し
、
町
民
に
喜

ば
れ
る
お
金
の
使
い
方
で
履
行
さ
れ
る
よ
う
に

し
ま
す
。

議
会
不
要
論
な
ど
言
わ
せ
な
い
。

　
馴
れ
合
い
議
会
、
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
な
ど
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
議
会
と
行
政
は
車
の
両

輪
の
よ
う
に
片
方
が
止
ま
っ
て
は
、
町
民
の
た

め
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、町
長
、

行
政
に
イ
エ
ス
マ
ン
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
を
活
か
そ
う

　
町
長
は
、「
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
が
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
有
効
に
使
え
る
な
ら

投
資
は
惜
し
ま
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
み

ん
な
で
考
え
、
知
恵
を
出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

町
の
お
金
は
町
民
の
も
の
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３
月
12
日
に
長
野
県
北
部
を
震
源
に
発
生
し

た
地
震
に
よ
り
設
置
し
た
津
南
町
災
害
対
策
本

部
に
つ
い
て
、
応
急
的
な
対
策
が
完
了
し
た
こ

と
、
道
路
等
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
も
査
定
が

終
了
し
工
事
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
、
自

宅
以
外
に
避
難
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
も
、

今
後
の
生
活
再
建
に
概
ね
目
途
が
立
っ
た
こ
と

か
ら
、
10
月
31
日
に
解
散
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
復
旧
事
業
及
び
復
興
支
援
に
つ
い
て

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
及
び
宅
地
の
危
険
度
判
定
を
受

け
た
住
宅
等
に
つ
い
て
、
調
査
時
に
危
険
度
判

定
の
貼
り
紙
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

対
処
が
済
ん
だ
場
合
は
、
各
世
帯
に
お
い
て
処

分
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
総
務
班
　
℡
７
６
５-

３
１
１
２

　

傷
病
者
を
発
見
し
て
か
ら
通
報
し
、
救
急
隊

が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
周
囲
に
い
る
人
が

　

食
事
は
、生
き
る
こ
と
の
基
本
で
あ
り
大
き

な
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　

料
理
を
し
た
こ
と
が
な
い
男
性
も
、自
分
の

食
事
を
自
分
で
作
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、

自
ら
の
健
康
に
気
を
配
り
、元
気
に
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、今
年
も
津
南
町
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
に
よ
る
、手
間
を
か
け
ず
、簡
単
に
、お

い
し
く
作
れ
る「
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
」を

開
催
し
ま
す
。初
め
て
料
理
作
り
に
チ
ャ
レ
ン

　

年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
け
渡
し
に
は
約
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

　

津
南
町
役
場
で
申
請
で
き
る
の
は
、津
南
町

内
に
現
住
所（
住
民
登
録)

の
あ
る
か
た
で
す
。

県
の
窓
口
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
年
内
受
け
取
り
が
可
能
な
申
請
期
日

　
12
月
14
日
㈬
申
請
ま
で

■
年
内
最
終
業
務
日
　
12
月
29
日
㈭

※
12
月
30
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈫
は
年
末
年
始
の

た
め
休
業
で
す
。

■
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
　
町
民
班
　
℡
７
６
５-

３
１
１
３

か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

長
野
県
北
部
地
震
に
お
け
る

津
南
町
災
害
対
策
本
部
の
解
散
に
つ
い
て

上
級
救
命
講
習
会

今
年
も
や
り
ま
す
！

「
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
」

年
内
の
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は

お
早
め
に

行
う
心
肺
蘇
生
・
除
細
動
な
ど
の
応
急
手
当
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時
：
12
月
４
日
㈰

■
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

■
場
所
：
十
日
町
地
域
消
防
本
部
　
３
階
講
堂

■
定
員
：
先
着
20
名

■
参
加
費
：
１
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
電
話
で
十
日
町
地
域
Ｍ
Ｃ
協
議
会
事
務
局

（
℡
７
５
７
‐
１
５
５
８
）
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
実
技
中
心
と
な
る
た
め
、
動
き

や
す
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

ジ
し
て
み
よ
う
と
い
う
男
性
は
も
ち
ろ
ん
、日

頃
か
ら
料
理
を
作
っ
て
い
る
か
た
や
料
理
に
興

味
の
あ
る
か
た
な
ど
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時
　
12
月
11
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

　（
受
付
：
午
前
９
時
15
分
か
ら
）

■
会
場
　
津
南
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
調
理
実
習
、他

■
参
加
費
　
無
料

■
持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
、
そ
の
他
必

要
な
も
の

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

参
加
を
希
望
す
る
か
た
は
、
12
月
５
日
㈪
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
保
健
課
健
康
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

高
齢
者
の
入
院

５
病
棟
副
師
長　

福
原
律
子

た
い
へ
ん
寒
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

体
調
を
崩
し
入
院
さ
れ
る
患
者
様
も
増
え
て
い

ま
す
。
入
院
を
さ
れ
る
患
者
様
の
多
く
は
高
齢
者

の
か
た
で
す
。
入
院
に
よ
り
生
活
環
境
が
一
変
し
、

点
滴
な
ど
の
管
で
自
由
に
動
け
な
く
な
る
と
不
穏

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

「
え
～
！
家
の
お
ば
あ
さ
ん･

お
じ
い
さ
ん
認

知
症
に
な
っ
ち
ゃ
た
ん
で
す
か
？
」
と
心
配
さ
れ

不
安
に
な
っ
て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
が
、
体
調

が
回
復
さ
れ
る
と
徐
々
に
不
穏
状
態
も
落
ち
着
い

て
き
ま
す
。

ベ
ッ
ド
の
上
で
の
生
活
時
間
が
長
く
な
り
ま
す

と
、
筋
力
も
体
力
も
低
下
さ
れ
、
自
宅
に
帰
っ
て

も
以
前
同
様
に
は
生
活
で
き
な
い
事
が
多
々
あ
り

ま
す
。

ご
家
族
の
負
担
も
多

く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な

時
は
、
無
理
せ
ず
に
行

政
の
相
談
窓
口
等
を
利

用
し
て
、
皆
で
暖
か
く

見
守
っ
て
い
け
た
ら
よ

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＜実施された行事＞
〔10月〕
	 25日	 津南町議会議員選挙告示
	 30日	 津南町議会議員選挙投開票

〔11月〕
	 11日	 全員協議会
	 16日	 第4回津南町議会臨時会

＜今後の行事予定＞
〔11月〕
	 25日	 議員研修
	 	（H22補選議員・新議員）
〔12月〕
	 6日	 全員協議会
	 8日	 議会運営委員会
	 14日	 第4回津南町議会定例会
	 	（～16日）

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

 3800日 中島博稔（陣場下）
 900日 大倉キミ（小下里） 
 700日 中島陽子（陣場下）、大倉健一（小下里） 
 600日 鈴木カヨ（船山新田）
 300日 井ノ川航大（正面）
 100日 和久井真申（大割野）、瀧沢京子（押付）

主な運動：ウォーキング、ラジオ体操、ユニホッ
ケー、健骨体操他

健康体力づくり100日運動

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
か
た
は
、
年
金
に
加
入
し
ま
す
が
、

種
別
は
３
種
類
に
分
か
れ
、
加
入
手

続
き
な
ど
も
異
な
り
ま
す
。

【
年
金
の
種
別
】

第
１
号
被
保
険
者

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
学
生

や
自
営
業
者
な
ど
。

第
２
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
。

第
３
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
。

【
納
付
方
法
】

第
１
号
被
保
険
者

納

付

書

等

に

よ

り

月

額

１

５，

０
２
０
円
を
金
融
機
関
等
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

※
経
済
的
に
納
付
が
困
難
な
か
た

は
、
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す
。

第
２
号
・
第
３
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者
の
加
入
年
金
等

か
ら
納
付
す
る
た
め
、
個
人
で
納

付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
加
入
手
続
き
】

第
１
号
被
保
険
者

ご
自
身
が
市
区
町
村
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

第
２
号
・
第
３
号
被
保
険
者

勤
め
先
の
事
業
主
等
が
行
う
の
で
、

個
人
で
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
種
別
変
更
】

加
入
年
金
の
種
別
が
変
更
し
た
と

き
は
、
市
区
町
村
へ
届
け
出
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
第
１
号
被

保
険
者
に
変
更
す
る
方
は
、
厚
生

年
金
の
喪
失
証
明
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
第
２
号
被
保

険
者
に
変
更
す
る
か
た
は
、
厚
生

年
金
の
加
入
証
明
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
税
務
町
民
課
　
町
民
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

タイ洪水及びトルコ地震の
県民募金

新潟県知事　泉田裕彦

　現在、タイで発生している洪水やトルコで発生し

た地震により、両国に甚大な被害が発生しています。

　新潟県でも震災の度に、世界中の国々から支援を

いただいています。

　そこで、下記の期間両国へ向けての県民募金を募

集しますので多数の皆様からご協力賜りますよう

お願いします。

■募集期間：12月30日㈮まで

■振　込　先：タイ洪水及びトルコ地震被災者救援募金

　　　　　　代表　杉山順爾（すぎやま　じゅんじ）

■口座番号

　第四銀行県庁支店　　　　普通１２９４０６７

　北越銀行県庁支店　　　　普通２００６１４０

　大光銀行新潟支店　　　　普通３０４４５８７

　新潟信用金庫出来島支店　普通１０３０４５９

■振込方法

　銀行窓口、または信用金庫窓口からお振込みくだ

さい。手数料は、同一銀行の本・支店窓口から振り込

む場合、または県内の信用金庫窓口から振り込む場

合は無料です。

国
民
年
金
の
種
別
と
手
続
き
に
つ
い
て
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 頼まれごとは、試されごと
— 10/22　中村文昭講演会 —

 雨でもみごとな花火 
— 11/5　河岸段丘花火大会 —

 次の災害に備えて
— 集落の自主防災訓練 —

 手作りお弁当をどうぞ
— 町老人給食ボランティアグループ県知事賞受賞 —

 おめでとうございました。
— 新潟県社会福祉協議会長表彰受賞 —

 トンカントンカン、大工さん
— 町建築協議会による木工教室 —

 上郷中の火よ。永遠に
— 11/13 上郷中学校閉校記念式典 — 　町商工会ほか有志により、年間 300 回以上も講演依頼が

あるという中村文昭さんを招き、文化センターで講演会が開

催されました。

　現在、レストラン経営など行う中村さんの修行時代のエピ

ソードには、人と人を繋げるこつがたくさんあり魅力的な話

術と合わせ、会場を中村氏の世界に惹きこみました。

　いくつかある中村さんのルールのひとつ「頼まれごとは試

されごと」これは、人から頼まれごとをされたら、試されてい

ると思って、相手の予測を上回る結果を残せというものです。

　皆さんも前向きに何にでも挑戦していきませんか？

　今年は、雨の中での開催となった恒例の河岸段丘花火大

会。河岸段丘の地形を利用し、火柱の花火を連続してあげて

いく約 1 分と日本一短い花火大会です。今年で 6 回となっ

たこの大会ですが、花火のスポンサー、打ち上げボランティ

アなど、たくさんの協力者でなりたっています。毎年きれい

な花火をありがとうございます。

　春先に行なって陣場下集落に続き、大割野でもはじめて

の自主防災訓練が行われました。大割野では、これまでも自

主防災組織がありましたが、昨年の火災と今回の震災を受け、

春先に組織を改編しより実践的なものにしました。

　今回の訓練は、集落の皆さんが参加しやすいよう秋普請と

同日に行うなど日取りにも気を遣っていました。

　震災時には、ケガをしても救急車がすぐに来ないことは十

分考えられ、行政機能も一時的に麻痺することが予測されま

す。震災時の安否確認やケガの応急処理を地域の絆を活か

し、皆ができるようになれば、ほんとうに災害に強い町にな

れるはずです。

↑ 冗談をまじえながら、会場を話しに惹きこむ中村氏。

↑ 尺玉が3発になった河岸段丘花火

↑担架がないときに、どんなものを使って代用させるかを訓練する大割
野の皆さん

↑ 災害時に使用する「大なべ」を使って調理した「きのこ汁」と水かお湯
で炊ける備蓄食料の「α米」による炊き出し訓練

　自分で調理することが困難な町内の老人や障害者のかた

を対象とした弁当の配送ボランティア活動を評価され、津

南町老人給食ボランティアグループ（代表：福原照男さん）

が県知事表彰を受賞されました。

　28年間にわたり、週2回約70食の弁当をつくるかた、それ

を配送するボランティアとたくさんのかたに支えられた活

動であり、給食サービスを受けている多くのかたから感謝

の声が聞かれています。長年の活動に感謝します。受賞おめ

でとうございました。

　ひなたぼっこの会（樋口チセ会長）の福祉活動が評価され、

新潟県社会福祉協議会長賞を受賞されました。ひなたぼっ

この会は、反里口の70歳以上の高齢者を対象とした茶飲み

会や、小学生といっしょに行う料理づくりなどを通して、孤

立感解消や認知症予防策に長年取り組んできました。

　高齢者が多い津南町では、今後も必要とされる重要な活

動を他地区に先駆け続けてこられたことに感謝します。受

賞おめでとうございました。

　津南町建築協議会による木工教室が津南小学校の4年生

を対象に行われました。

　今回制作したのは、植木鉢が３つおける花壇です。図面を

見ながら、木のかたちを合わせて、慎重にクギを打っていき

ます。

　建築協議会の会員の皆さんが、子どもたちを直接指導し、

みんな上手な花壇ができあがりました。

　来春には、この花壇をつかってきれいな花を咲かせてく

ださいね。

　来春、津南中学校と統合し閉校する上郷中学校の閉校記

念式典が開催されました。

　これまで上郷中学校は、65年間に3320名の生徒を送り

出し、上郷地区の歴史とともに歩んできました。

　現在の在校生は、震災により校舎が被災したため津南中

学校で授業を行っています。

　記念式典では、在校生・保護者や卒業生など地域の皆さん

が閉校を惜しみながら、新たな歴史の始まりを改めて決意

しました。　

↑ 手づくり弁当を交代で作るグループメンバー↑昨年のクリスマスに地区の子どもたちとのふれあい

↑ 現役の大工さんたちに教えてもらいながら、花壇をつくる子どもたち
↑ 閉校のさみしさとともに、先生や地域への感謝の気持ちを述べた生徒
会長の小林公介さん。

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
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HO 

LETTER

国

だ
よ
り

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

健
診
結
果
を

　
生
活
習
慣
改
善
に
活
か
そ
う
！

▼
放
っ
て
お
け
な
い
！
生
活
習
慣
病

　
が
ん
や
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
生
活

習
慣
病
は
、
日
本
人
の
死
因
の
多
く
を
占
め
て

お
り
、
そ
の
医
療
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
あ
ま
り
な
い

ま
ま
進
行
す
る
の
が
特
徴
で
、
気
付
い
た
と
き

に
は
重
症
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
個
別
の
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
か

ら
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
解
消
へ

　
生
活
習
慣
病
の
発
症
に
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
が
深
く

関
わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
平
成
20
年
度
か
ら
、
こ
の
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
特
定
健
診
は
、
こ
れ
ま
で
の
個
別
の
病
気
の

早
期
発
見
・
治
療
を
目
的
と
し
た
健
診
と
違
い
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
解
消
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

▼
受
け
っ
放
し
厳
禁
!! 

　
健
診
結
果
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
皆
さ
ん
は
、
健
診
を
受
け
た
だ
け
で
、
満
足

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
健
診
を
受
け
て
も
、
そ
の
結
果
を
放
っ
て
お

い
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
健
診
の
結
果
を
よ
く
確
認
し
、
生
活
習
慣
の

改
善
や
病
気
の
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
す
。

▼
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
！

　
特
定
保
健
指
導

　
健
診
の
結
果
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
な
人
に
対
し
て
、
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
が
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

◇
特
定
保
健
指
導

　
健
診
を
受
け
た
人
が
、
自
分
の
健
康
状
態
を

把
握
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
支
援
し
ま
す
。

　
特
定
保
健
指
導
で
は
、
特
定
健
診
の
結
果
か

ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
判
定
基

準
を
超
え
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
対
象
者
を
「
動

機
付
け
支
援
」
と
「
積
極
的
支
援
」
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
保
健
指
導

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
以
外
に
も
、

津
南
町
に
多
い
高
血
圧
に
着
目
し
た
保
健
指
導

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
健
診
結
果
か
ら
、
医
療
機
関
へ
の
受

診
勧
奨
お
よ
び
治
療
が
必
要
と
さ
れ
た
人
に

は
、
受
診
に
結
び
付
け
る
た
め
の
指
導
を
行
い

ま
す
。

▼「
ち
ょ
っ
と
高
め
」の
人
ほ
ど

　
気
を
付
け
て
!!

　
健
診
で
異
常
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
数
値
が
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
だ
っ
た
と
い

う
人
は
要
注
意
で
す
。

　
異
常
が
な
い
と
油
断
し
て
い
る
と
、
い
つ
の
間

に
か
症
状
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
数
値
が
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」、
去
年
よ
り
数

値
が
上
が
っ
た
と
い
う
人
は
、
危
険
信
号
が
灯

り
始
め
て
い
ま
す
！

　
保
健
指
導
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
人
で

も
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
医
師
や

保
健
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
安
心
し
て
国
保
を

　
使
い
続
け
る
た
め
に

　
医
療
費
の
増
加
は
、
皆
さ
ん
の
家
計
だ
け
で

な
く
、
国
保
の
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
よ
り
よ
い
生
活
習
慣
が
健
康
的
な

生
活
を
送
る
こ
と
に
繋
が
り
、
増
え
続
け
る
医

療
費
の
抑
制
に
繋
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
国
保
を
使
い
続
け
る

た
め
に
も
、
健
診
や
保
健
指
導
を
活
用
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課

　
℡
７
６
５-

３
１
１
４

早
朝
体
操
で
今
日
も
元
気

桑
原
ト
ミ
エ
さ
ん
（
正
面
）

私
の
一
日
の
ス
タ
ー
ト
は
、

布
団
の
上
で
の
体
操
。

運
動
は
苦
手
、
仕
事
も
事
務
職

ば
か
り
に
就
い
て
い
た
せ
い
か

45
歳
の
と
き
椎つ
い
か
ん
ば
ん

間
板
ヘ
ル
ニ
ア

を
発
症
。
激
痛
で
動
け
な
く
な

り
泣
き
の
毎
日
で
し
た
。
入
院

し
て
も
手
術
を
拒
み
、
二
カ
月

後
に
や
っ
と
執
刀
、
幸
い
手
術

も
成
功
し
リ
ハ
ビ
リ
を
経
て
歩

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
教

わ
っ
た
腰
痛
体
操
。
ま
た
退
職
時
に
町
の
水

中
運
動
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
、
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
け
ん
こ
つ
体
操
も
し
っ

か
り
と
勉
強
し
た
の
で
、
先
日
の
同
級
会
で

全
員
で
や
っ
て
み
ま
し
た
。
グ
ー
パ
ー
体
操

か
ら
筋
ト
レ
ま
で
、
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

「
と
て
も
良
い
体
操
だ
ね
。
資
料
が
あ
っ
た

ら
欲
し
い
。」
と
い
わ
れ
、
後
日
送
る
予
定

で
す
。

　
ま
た
今
春
、
落
雪
の
山
で
足
を
滑
ら
せ
、

膝
を
曲
げ
た
り
、
座
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
姉
が
「
股
関
節
を
鍛
え
る
と
良

い
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
さ
っ
そ
く

取
り
入
れ
、
毎
日
続
け
て
い
た
ら
自
力
で
克

服
で
き
ま
し
た
。

　
朝
の
10
分
か
ら
15
分
、
腰
痛
体
操
、
け
ん

こ
つ
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
手
指
か
ら
足
指

に
至
る
ま
で
私
流
に
運
動
す
る
こ
と
で
血
流

が
良
く
な
り
、
固
か
っ
た
身
体
も
柔
軟
に
な

り
、
心
身
共
に
ス
ッ
キ
リ
と
軽
く
な
り
ま
し

た
。「
あ
り
が
と
う
。
今
日
も
よ
ろ
し
く
ね
」

と
心
で
つ
ぶ
や
き
家
事
に
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
私
は
歌
が
大
好
き
。
週
に
一
度
つ
な

ん
合
唱
隊
で
思
い
切
り
声
を
出
し
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
複
式
呼
吸
も
良
い
運
動
、
難
し
い

曲
に
は
脳
が
ウ
ル
ウ
ル
、
そ
れ
で
も
素
敵
な

指
導
者
と
お
お
ぜ
い
の
仲
間
た
ち
に
恵
ま
れ

幸
福
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
体
操
を
続
け
て
約
２
年
。
身
体
も
ス
リ
ム

に
な
り
Ｂ
Ｍ
Ｉ
も
標
準
。
今
年
の
町
民
検
診

も
無
事
終
了
。
ほ
っ
と
一
安
心
。
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
に
徹
し
た
い
私
で
す
。

風
邪
の
予
防
と
免
疫
力

病
院
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

も
始
ま
り
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
く

な
る
に
つ
れ
、
風
邪
が
心
配
な
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
心
掛

け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

耳
に
タ
コ
が
で
き
る
ほ
ど
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
風
邪
の
予
防
に
は
「
手

洗
い
」
と
「
う
が
い
」
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
感
染

症
も
、
予
防
の
大
も
と
は
同
じ
「
手
洗
い
」
と

「
う
が
い
」
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
免
疫
力
を
つ
け
る
こ
と
も
風

邪
の
予
防
に
効
果
的
で
す
。

免
疫
力
と
は
、
風
邪
や
病
気
を
治
す
た
め
に

私
た
ち
の
体
に
備
わ
っ
て
い
る
力
の
こ
と
で
す
。

お
薬
や
病
院
で
の
治
療
と
と
も
に
、
私
た
ち
は

「
自
ら
治
す
力
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
免
疫
力
と
体
温
は
、
大
き
な
関
係
が
あ

り
ま
す
。

平
均
体
温
が
１
℃
下
が
る
と
免
疫
力
は
約

37
％
下
が
り
、
平
均
体
温
が
１
℃
上
が
る
と
免

疫
力
は
約
60
％
活
性
化
す
る
そ
う
で
す
。
風
邪

を
ひ
い
た
と
き
に
熱
が
出
る
の
も
、
体
温
を
上

げ
て
免
疫
力
を
上
げ
よ
う
と
す
る
防
衛
反
応
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

低
体
温
は
、
体
の
中
の
細
菌
に
対
す
る
抵
抗

力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
体
が
冷
え
て
い
る
こ
と

で
、
冷
え
て
い
る
部
分
の
代
謝
が
落
ち
、
た
い

せ
つ
な
栄
養
素
や
老
廃
物
を
運
ぶ
血
行
も
悪
く

な
る
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
、
ガ
ン
、

ア
レ
ル
ギ
ー
、
う
つ
な
ど
の
精
神
疾
患
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
病
気
の
発
病
に
影
響
を
与
え
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

反
対
に
、
免
疫
力
が
高
い
と
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣
病
、
ガ
ン

な
ど
を
予
防
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

免
疫
力
を
高
め
る
に
は
、
食
事
や
睡
眠
な
ど

に
気
を
つ
け
る
こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
が
、
適

度
な
運
動
も
と
て
も
効
果
的
で
す
。
体
の
中
に

ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
て
き
た
と
き
に
戦
う
免
疫

細
胞
が
、
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
活

発
に
働
く
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。

冬
の
時
期
、
寒
さ
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
少

な
く
な
る
か
た
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
テ
レ

ビ
体
操
や
ラ
ジ
オ
体
操
、
集
落
で
の
健
骨
体
操

な
ど
を
上
手
に
活
用
し
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
体

づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

小林明日香保健師
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つ
な
ん
の
文
芸

弥生 ―Ma r c h―

日野原重明／著　ダイヤモンド社　1,300円（税別）

「生きてるだけで 100 点満点」

　生きるとは、どういうことか。家族みんなで読みたい本
です。

　

い
よ
い
よ
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
今
月
は
、
23
日
の
国
民
の
祝
日

「
勤き
ん

労ろ
う

感か
ん

謝し
ゃ

」
の
日
に
ち
な
み
、
国
民
が

互
い
に
感
謝
し
あ
う
こ
と
を
軸
に
、「
働

く
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
、
い
く
つ
か

の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
月
の
一
冊
で
ご
紹
介
し
た
本
の
著
者

は
、
職
業
と
し
て
医
師
を
選
び
テ
レ
ビ
に

も
数
多
く
出
演
さ
れ
て
い
る
日
野
原
先
生
。

今
年
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
た
日
野
原
先
生

が
99
歳
を
む
か
え
る
年
に
出
版
さ
れ
た
本

で
す
。

「
大
人
に
な
る
た
め
の
社
会
科
入
門
」

乙お
と
た
け
ひ
ろ
た
だ

武
洋
匡
／
著
　
幻げ
ん
と
う
し
ゃ

冬
舎

　
日
常
か
ら
感
じ
取
っ
た
「
社
会
」
の
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
専
門
家
と
の
対
話
か

ら
著
者
自
身
の
言
葉
で
若
い
世
代
に
語
り

か
け
る
一
冊
で
す
。

「
本
当
に
生
き
た
日
」

城し
ろ
や
ま
さ
ぶ
ろ
う

山
三
郎
／
著
　
新し
ん

潮
ち
ょ
う

社し
ゃ

　
こ
ち
ら
は
、
小
説
で
す
。
平
凡
な
専
業

主
婦
が
友
人
に
誘
わ
れ
働
き
は
じ
め
ま
す
。

女
性
に
と
っ
て
仕
事
と
は
何
か
、
人
生
の

充
実
と
は
何
か
を
問
い
か
け
る
一
冊
。

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
公
布
さ
れ
た

翌
年
に
書
か
れ
た
も
の
の
、
著
者
の
生
前

に
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
幻
の
小

説
で
す
。

「
働
く
ニ
ホ
ン
」

日に

本ほ
ん

経け
い
ざ
い
し
ん
ぶ
ん
し
ゃ

済
新
聞
社
／
編

日に

本ほ
ん

経け
い
ざ
い
し
ん
ぶ
ん

済
新
聞
出
し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

　
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
、
そ
こ
で
働
く
人
々
。

働
く
人
々
の
目
線
で
考
え
る
、
日
経
新
聞

連
載
の
「
働
く
ニ
ホ
ン
」
を
単
行
本
出
版

し
た
も
の
で
す
。

「
な
ぜ
雇
用
格
差
は
な
く
な
ら
な
い
の
か

　

正
規
・
非
正
規
の
壁
を
な
く
す
労
働
市

場
改
革
」

小こ

林
ば
や
し

良よ
し
の
ぶ暢

／
著
　
日
本
経
済
新
聞
出
版
社

　
労
働
者
の
労
働
条
件
や
賃
金
実
態
に
詳

し
い
著
者
が
、正
規
・
非
正
規
の
立
場
の
違
い

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
一
冊
で
す
。

「
は
た
ら
き
た
い
」

糸い
と

井い

重し
げ

里さ
と

／
著
　
東
京
糸
井
重
里
事
務
所

　
１
０
０
人
い
れ
ば
１
０
０
と
お
り
、
そ

の
人
そ
の
人
の
「
は
た
ら
き
た
い
」
と
い

う
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
。
こ
れ
か
ら
就
職
し

よ
う
と
し
て
い
る
か
た
も
、
今
働
い
て
い

る
か
た
に
も
、
救
い
の
一
冊
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

☆
集
落
に
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
が

　

行
き
ま
す
☆

　
移
動
図
書
室
は
、
町
内
の
保
育
園
や
小

学
校
、
町
内
の
老
人
保
健
施
設
や
各
集
落

内
を
月
に
一
度
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　「
お
ら
ど
こ
の
集
落
に
も
来
て
く
ん
ね

か
い
」と
い
う
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習
班
℡
７
６
５
―

３
１
３
４
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

短 歌

俳 句

砂
丘

羽
衣
の
如
う
す
き
雲
浮
か
べ
た
る

　
　
晩
夏
の
空
の
青
の
や
さ
し
く 

関
谷
　
郁
子

一
面
の
稲
穂
に
実
り
の
薫
り
立
ち

　
　
黄
に
か
が
や
き
て
収
穫
を
待
つ 

恩
田
　
久
美
子

駅
伝
に
走
り
繋
ぎ
し
汗
し
み
て

　
　
集
め
束
ね
た
襷
重
た
し 

丸
山
　
直
子

露
草
を
抓つ

ま

み
て
染
み
し
指
先
の

　
　
青
は
哀
し
き
心
に
染
み
ぬ 

小
野
寺
　
恒
代

法
事
過
ぎ
て
子
ら
去
り
た
れ
ば

　
　
蝉
時
雨
広
く
な
り
た
る
家
に
響
け
り 

樋
口
　
康
子

万
緑
の
湯
の
宿
に
来
て
目
の
前
の

　
　
山
の
雪
崩
の
跡
を
見
あ
ぐ
る（
清
津
峡
温
泉
） 

上
村
　
み
な

在
り
し
日
の
夫
が
瞬
時
も
は
な
さ
ざ
り
し

　
　
腕
時
計
今
は
わ
が
腕
に
あ
り 

内
山
　
キ
ク

父
の
日
に
生
前
の
ご
と
届
き
た
る
夫
の
好
物

　
　
い
く
つ
も
並
ぶ 

麻
績
　
初
恵

自
が
妻
の
逝
き
て
淋
し
と
言
ふ
君
は

　
　
長
生
き
せ
よ
と
吾
が
肩
叩
く 

滝
沢
　
勝
枝

捥
ぐ
人
も
を
ら
ぬ
隣
家
の
柿
の
実
が

　
　
初
冬
の
空
に
赤
く
映
え
た
り 

風
巻
　
京
子

山
の
端
の
霞
次
第
に
白
濁
し

　
　
雨
粒
と
な
り
て
吾
に
届
き
ぬ 

月
岡
　
ヨ
リ
エ

散
る
花
の
萩
も
過
ぎ
ゆ
く
野
に
あ
り
て

　
　
心
に
棲
め
る
き
み
思
ひ
を
り 

鈴
木
　
綾
子

松
ノ
木
の
葉
陰
に
潜
み
鳴
き
出
づ
る

　
　
十
一
月
の
蝉
を
聞
き
た
り
（
座ざ
き

み

喜
味
城
跡
） 

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

長
か
り
し
猛
暑
の
夏
も
終
り
か
と

　
　
柿
の
枝
間
に
黄
の
色
見
つ
つ 

板
場
　
寛

コ
ル
セ
ッ
ト
付
け
た
る
腰
を
思
う
ま
ま

　
　
伸
ば
し
て
仰
ぐ
秋
の
青
空 

滝
沢
　
義
正

乳
母
車
押
し
く
る
若
き
母
親
の

　
　
満
面
の
笑
み
に
吾
も
応
へ
る 

柳
沢
　
チ
ヨ

き
れ
い
だ
な
津
南
最
後
の
秋
祭
り

　
　
感
謝
を
込
め
て
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン 

富
沢
　
キ
ミ

一
片
の
木
の
葉
は
洋こ

う
も
り傘
彩
り
て

　
　
小
雨
の
中
を
行
列
す
す
む
（
高
齢
者
歩
け
歩
け
大
会
） 

島
田
　
眞
之

個
人

大
き
風
呂
窓
よ
り
見
れ
ば
紅
葉
は

　
　
美
つ
く
し
く
あ
り
暖
か
く
あ
り 

大
割
野
　
清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
月
）

穂ほ
す
す
き芒
の
ほ
ぐ
れ
つ
つ
あ
る
光

ひ
か
り

か
な 

酔
花

大お
お

糸へ

ち

ま瓜
垂た

れ
た
る
蔓つ

る

の
力

ち
か
ら

か
な 

の
ぶ
を

「
ふ
る
さ
と
」
を
口く

ち
ず
さ遊
み
つ
つ
稲は

さ架
作つ

く

る 

千
年
雄

真ま

っ
向こ

う

に
落ら

く
じ
つ
く
い

日
杭
の
赤あ

か

と
ん
ぼ 

房
良

零む

か

ご

余
子
飯め

し

家か

族ぞ
く

十
じ
ゅ
う

人に
ん

あ
り
し
日ひ

も 

貞

鰯
い
わ
し

雲ぐ
も

尾を

ね根
に
連つ

ら

な
る
送そ

う
で
ん
と
う

電
塔 

芳
司

野の

の
草く

さ

も
首

こ
う
べ

を
垂た

れ
て
豊と

よ

の
秋あ

き 

妙

刈か

る
稲い

ね

の
匂に

ほ

ひ
バ
ス
ま
で
届と

ど

き
け
り 

兎
月

運う
ん
ど
う
か
い

動
会
平へ

い
せ
い成
生う

ま
れ
の
保ほ

ぼ母
の
笛ふ

え 

渡
舟

堰え
ん
て
い堤
に
根ね

こ

そ刮
ぎ
の
木き

や
秋あ

き

出で

水み
ず 

冬
詩
子

爽さ
わ

や
か
や
包ほ

う

丁
ち
ょ
う

握に
ぎ

る
子こ

の
瞳

ひ
と
み 

れ
い
子

常つ
ね

な
ら
ぬ
世よ

に
永な

が

ら
え
て
今き

ょ

う日
の
月つ

き 

し
げ
る

本とわたし
−板場正英さんから

著者/尾田栄一郎　出版社/集英社

今
や
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広

い
年
齢
層
に
愛
さ
れ
て
い
る
漫
画
、

も
は
や
国
民
的
漫
画
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
海
賊
と
な
っ
た
少
年
モ
ン
キ
ー
・
Ｄ
・

ル
フ
ィ
を
主
人
公
と
す
る
「
ひ
と
つ
な
ぎ

の
大
秘
宝
（
ワ
ン
ピ
ー
ス
）」
を
巡
る
海

洋
冒
険
ロ
マ
ン
ス
で
す
。
夢
へ
の
冒
険
・

仲
間
た
ち
と
の
友
情
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を

全
面
に
掲
げ
、
バ
ト
ル
や
ギ
ャ
グ
シ
ー
ン
、

感
動
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
メ
イ
ン
と
す
る
少
年

漫
画
の
王
道
を
行
く
物
語
で
す
。

　
私
が
、
最
初
に
こ
の
漫
画
と
出
合
っ
た

の
が
嫁
（
千
佳
）
の
実
家
で
、嫁
の
兄
（
一

浩
）
に
「
こ
れ
、
お
も
し
ろ
い
か
ら
読
ん

で
み
ろ
よ
」
と
言
わ
れ
た
の
が
、
こ
の
漫

画
本
で
し
た
。
最
初
私
は
、
こ
ん
な
の
小

学
生
の
こ
ろ
に
み
た
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
の

焼
き
回
し
み
た
い
な
も
の
だ
ろ
っ
!!
と
高

を
括く
く

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
１
巻
２
巻
と

読
ん
で
い
く
う
ち
に
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
世
界

観
に
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　
時
は
大
海
賊
時
代
。

　
こ
の
世
の
全
て
を
手
に
入
れ
た
男
、
海

賊
王
ゴ
ー
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
。
彼
が
死
に

際
に
放
っ
た
一
言
は
全
世
界
の
人
々
を
海

へ
と
駆
り
立
て
た
。

　「
俺
の
財
宝
？
ほ
し
け
り
ゃ
く
れ
て
や

る
!!
探
せ
!!
こ
の
世
の
す
べ
て
を
そ
こ
に

置
い
て
き
た
」
ロ
ジ
ャ
ー
が
遺
し
た
富
と

名
声
の
「
ひ
と
つ
な
ぎ
の
大
秘
宝
（
ワ
ン

ピ
ー
ス
）」
を
巡
っ
て
幾
人
も
の
海
賊
た

ち
が
旗
を
掲
げ
て
戦
っ
て
い
た
…
。

　
ど
う
で
す
か
？
こ
の
世
界
観
!!
な
ん
か

ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
す
よ
ね
。
そ
し
て
、

な
ん
と
い
っ
て
も
主
人
公
の
ル
フ
ィ
で
す
。

仲
間
か
ら
の
信
頼
は
絶
大
で
あ
り
、
ま
た

仲
間
へ
の
信
頼
も
ゆ
る
ぎ
な
い
。
世
の
常

識
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
信

念
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
。
そ
ん
な
主
人

公
ル
フ
ィ
の
よ
う
な
人
間
に
私
は
な
り
た

い
。

　
次
は
、
商
工
会
青
年
部
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル

担
当
で
お
な
じ
み
、
金
井
良
平
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

ワンピース
紹介する本

高
たかなみ

波　博
ひろし

さん（割野）

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

11月 −霜
し も つ き

月−



いきいき
大好き
津南町
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薬
師
如
来

津
南
町
教
育
委
員
会
刊『
野
仏
の
里
　
つ
な

ん
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
主
な
石
造
物
の
概
要

欄
、
薬
師
如
来
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
通
称
”お
薬
師
様
“と
い
わ
れ
、
難
病
に
苦

し
む
人
々
を
救
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
、

古
く
か
ら
多
く
の
信
仰
を
集
め
、
親
し
ま
れ
た

仏
で
あ
る
。

像
容
は
如
来
形
で
、右
手
は
、胸
の
前
で
施
無

畏
印
を
し
、
左
手
は
与
願
印
を
し
て
、
そ
の
手

の
上
に
薬
壺
を
乗
せ
て
い
る
。
ま
た
両
手
で
定

印
を
結
び
、
そ
の
上
に
薬
壺
を
乗
せ
て
い
る
石

仏
も
あ
る
。衣
は
右
肩
か
ら
下
げ
て
い
る
。津
南

町
に
は
４
体
の
薬
師
如
来
像
が
造
立
さ
れ
て
い

る
。」と
。

薬
師
如
来
と
は
、人
々
の
万
病
を
癒
し
、苦
悩

か
ら
解
放
し
、
衣
食
の
生
活
を
満
た
す
仏
で
あ

る
と
理
解
し
て
い
ま
し
た
。で
す
か
ら
、医
薬
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
昔
か
ら
薬
師
如
来
信
仰
が
広

が
り
、
最
近
ま
で
盛
ん
で
あ
っ
て

い
い
の
に
と
思
い
ま
す
。

石
仏
研
究
の
先
達
で
あ
る
五
来

重
氏
の
説
に
よ
り
ま
す
と
、「
医
薬

の
発
達
し
な
か
っ
た
古
代
に
は
栄

え
、中
世
・
近
世
に
次
第
に
こ
の
仏

の
救
済
範
囲
が
狭
ま
り
、
近
代
に

入
っ
て
か
ら
は
、
治
病
延
命
に
関

す
る
薬
師
如
来
の
必
要
が
無
く

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。」と
い
う
文
に
出
会
い
、

一
つ
の
示
唆
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
に
取
り
上
げ
て
き
た
諸
仏
尊
は
、

す
べ
て
の
人
を
極
楽
浄
土
に
導
い
て
く
れ
ま

し
た
。し
か
し
薬
師
如
来
は
医
薬
の
仏
と
し
て
、

人
々
が
生
き
て
い
る
あ
い
だ
に
救
い
の
手
を
差

し
伸
べ
て
く
れ
る
現
世
利
益
の
仏
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
は
早
く
か
ら
信
仰
を
集

め
た
仏
で
あ
り
、
造
立
も
飛
鳥
時
代
か
ら
連
綿

と
続
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
現
世
に
は
、万
病
を
癒
し
た
り
、平
癒

へ
の
祈
願
は
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
拝

ま
れ
る
神
仏
も
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。

本
来
の
薬
師
如
来
信
仰
は
、
そ
れ
ら
の
神
仏

に
現
世
利
益
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
津
南
町
に
は
４
体
し
か
な

い
と
い
う
の
は
な
ぜ
な
ん
だ
ろ
う
と
、
今
で
も

素
朴
に
そ
う
思
う
の
で
す
。

津南町上加用

薬師如来

こ
の
表
は
平
成
22
年
と
23
年
に
か
け
て
コ

モ
チ
カ
ワ
ツ
ボ
が
非
常
に
狭
い
地
域
に

濃
く
繁
殖
し
て
い
る
場
所
と
こ
の
貝
の
生
息
し

て
い
な
い
場
所
で
発
生
し
た
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の

標
本
調
査
結
果
で
す
。 

　
上
図
は
体
長
（
頭
部
か
ら
翅
先
）
を
０.

５

㎜
単
位
で
区
分
し
た
オ
ス
の
度
数
分
布
表
で

す
。
下
図
は
メ
ス
の
体
長
比
較
表
で
す
。 

　
オ
ス
だ
け
の
大
き
さ
を
み
る
と
大
き
さ
の
違

い
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
コ
モ
チ
カ
ワ
ツ
ボ

の
生
息
地
で
の
ホ
タ
ル
の
方
が
や
や
標
準
偏
差

が
大
き
く
な
り
ま
す
。
メ
ス
は
サ
ン
プ
ル
数
が

少
な
い
の
で
確
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
き

さ
に
差
異
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
コ
モ
チ
カ
ワ
ツ
ボ
を
食
し
た
オ
ス
に
つ
い
て

は
、
栄
養
は
少
な
い
け
れ
ど
大
量
に
エ
サ
が
あ

る
た
め
数
多
く
の
ホ
タ
ル
が
エ
サ
を
奪
い
あ
わ

ず
に
一
定
の
大
き
さ
に
な
れ
る
よ
う
で
す
が
、

メ
ス
に
つ
い
て
は
栄
養
分
の
不
足
が
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

津
南
自
然
に
親
し
む
会
　
村
山
郁
夫

見
直
そ
う
！

　
　
歯
や
口
の
健
康

歯
の
健
康
は
口
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
運

動
能
力
ア
ッ
プ
、
生
活
習
慣
病
予
防
や

寝
た
き
り
予
防
に
つ
な
が
り
、
全
身
の
健
康
づ

く
り
そ
し
て
健
康
長
寿
に
繋
が
り
ま
す
。

　
全
身
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
高
齢
者
に
い
た
る
ま
で
生
涯
を
通

じ
て
歯
や
口
の
健
康
を
保
ち
、
い
つ
ま
で
も
自

分
の
歯
で
よ
く
噛
め
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
町
で
は
、
昨
年
度
、
町
民
の
歯
や
口
の
健
康

の
実
態
を
知
る
た
め
に
、
保
育
園
児
と
小
学
生

の
保
護
者
、
中
学
生
、
20
歳
か
ら
70
歳
代
ま
で

の
町
民
を
対
象
に
「
歯
と
お
口
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
結
果
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
、
自
分
の
歯
が
何
本
あ
る
か
わ
か
り
ま
す

か
？
歯
や
口
の
健
康
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

【
保
育
園
児
・
小
学
生
】

◎
お
と
な
が
仕
上
げ
磨
き
を
し
て
い
る
割
合（
図
1
）

　
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
毎
日
仕
上
げ
み
が

き
を
し
て
い
る
子
ど
も
の
割
合
が
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
大
人
に
よ
る
仕
上
げ
み
が
き
は
小
学

校
低
学
年
ま
で
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
中
学
生
】

◎
お
菓
子
を
1
日
に
と
る
回
数
の
割
合（
図
２
）

　
お
菓
子
を
1
日
に
と
る
回
数
の
割
合
は
、
1

回
と
回
答
し
た
人
が
最
も
多
く
、
学
年
が
上
が

る
に
つ
れ
て
2
回
以
上
と
回
答
す
る
人
が
増
え
、

3
回
あ
る
い
は
4
回
以
上
と
答
え
た
人
が
2
年

生
に
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
成
人
】

◎
自
分
の
歯
の
本
数
（
図
３
）

　
国
で
は
８
０
２
０
運
動
（
80
歳
で
20
本
自
分

の
歯
を
残
そ
う
）
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
永
久
歯
は
親
知
ら
ず
を
含
め
る
と
32
本
あ
り

ま
す
が
、
70
歳
代
の
平
均
残
存
本
数
は
、
20
本

強
で
す
。
歯
を
喪
失
す
る
原
因
は
、
む
し
歯
の

ほ
か
に
歯
周
疾
患
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
２
大
原

因
疾
患
を
予
防
し
て
い
く
こ
と
が
、
自
分
の
歯

を
い
つ
ま
で
も
保
ち
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
新
潟
県
の
子
ど
も
た
ち
は
、
日
本
一
む
し
歯

が
少
な
い
け
れ
ど
も
歯
を
支
え
る
歯
ぐ
き
が
悪

く
な
っ
て
い
る
（
歯
周
病
）
子
ど
も
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
む
し
歯
も
歯
周
病
も
予
防
し
て
、
歯
や
口
を

健
康
に
す
る
た
め
に
は

①
朝
ご
は
ん
を
毎
日
し
っ
か
り
食
べ
る

②
一ひ

と
く
ち口

30
回
を
目
標
に
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

③
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
る

④
歯
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
使
っ
て
、

歯
や
口
を
い
つ
も
健
康
に
し
て
お
く

⑤
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
定
期
的
な
管

理
・
指
導
を
受
け
る

　
な
ど
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
津
南
町
で
は
、
新
潟
県
歯
科
保
健
推
進
条
例

を
受
け
て
、「
津
南
町
歯
科
保
健
計
画
」
を
策

定
中
で
す
。
皆
さ
ん
い
っ
し
ょ
に
歯
や
口
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

３歳児 ４歳児 ５歳児 小１ 小２ 小３ 小４

していない

時々している

毎日している

図１　大人が仕上げみがきをしている割合
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図２ 一日にお菓子を食べる回数の割合　

0%

20%

40%

60%

80%

100%

中１ 中２ 中３

３回以上

２回

１回

０回

図３ 自分の歯の平均本数
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コモチカワツボの影響と見られるヘイケボタルの大きさの違い

津南の自然 その352
（2011.11）

津南のホタル事情⑧
ホタルの偏食２

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位
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なんでも掲示板
サークル員募集や催し物案内などに

利用してください。
申込先 765-3112　内線225

先
月
の
10
月
10
日
（
体
育
の
日
）
に
第
30
回
記
念
町
民
歩
け
あ
る
け

大
会
と
津
南
め
ぐ
り
ん
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

１
４
５
名
が
秋
空
の
下
、歩
け
あ
る
け
大
会
は
９
㎞
、津
南
め
ぐ
り
ん
ピ
ッ

ク
は
30
㎞
を
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に
い
い
汗
を
流
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
当
日
は
ゴ
ー
ル
後
に
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
や
抽
選
会
も
開
催
し
、
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
中
の
風
景
写
真
な
ど
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
か
た
の
中

か
ら
選
考
で
広
報
紙
に
写
真
を
掲
載
す
る
企
画
が
あ
り
、
今
回
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
年
の
企
画
は
「
現
代
社
会
に
お
け
る
問
題
や
課
題
を
ス
ポ
ー
ツ
の
力

で
解
決
し
よ
う
」
と
い
う
、
国
が
進
め
て
い
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
設
立
を
津
南
で
検
討
し
て
い
る
Ｔ
ａ
ｐ
（
津
南
町
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
）
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

現
在
、
検
討
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
理
念
を
「
つ
な
が
り
」
と
し
て
設
立

に
向
け
日
々
話
合
い
や
教
室
開
催
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
皆
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
活
動
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

紹介者　樋口久子さん（反里口）

　雨の日が多くスッキリしない秋ですが野菜の取り入
れは終わりましたか？冬はそこまで来ています。急ぎま
しょう。
　今年は、さといもが豊作ですね。忙しい中、ちょっと手
をかけおいしくいただきましょう。「さといもと鮭のコ
ロッケ」です。

＜材料＞2人分

　さといも 約350ｇ

　鮭の切り身 約100ｇ

　玉ねぎのみじん切り 1 ／ 4

　バター、塩、こしょう、小麦粉、サラダ油

＜作り方＞

①さといもは洗いレンジで5分〜8分ぐらい加熱し

て竹串が通るくらいになったら取り出し皮をむき

フォークで粗くつぶしておく。

②玉ねぎはみじん切りにしバターを小さじ１のせレ

ンジで3分ぐらい加熱する。

③鮭は焼いて皮と骨を取り粗く切っておく。

④①と②と③を混ぜ、塩、こしょうをふり、たわら型

さといもと鮭のコロッケ
アドバイザー通信

我が家の
ごっつぉ

少
し
前
は
理
想
の
男
性
は
「
３
高
（
高

学
歴
・
高
収
入
・
高
身
長
）」
で
し
た
。

今
は
女
性
も
収
入
が
上
が
り
ま
し
た
の
で
「
高

収
入
」
は
重
要
度
が
下
が
り
、「
高
学
歴
」
に

い
た
っ
て
は
全
く
無
意
味
。
東
大
を
優
秀
な
成

績
で
出
た
弁
護
士
が
仕
事
に
あ
ぶ
れ
て
い
た
り

会
社
で
現
実
離
れ
し
た
理
屈
ば
か
り
言
う
高
学

歴
男
性
が
役
に
も
立
た
ず
、
デ
ー
ト
も
面
白
く

な
い
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
必
要
な
の
は「
４
Ｅ
男
性
」＝「
賢
い
」「
表

情
が
い
い
」「
優
し
い
」「
面
白
い
・
楽
し
い
」。

「
賢
い
」は
①
世
界
観
が
あ
る
。②
社
会
性
が

あ
る
。③
自
己
認
識
が
で
き
て
い
る
の
３
点
セ

ッ
ト
。自
分
を
含
む
周
り
の
世
界
の
動
き
に
も

目
を
向
け
て
い
て
、社
会
と
の
関
わ
り
を
忘
れ

ず
、自
分
の
実
力
や
立
場
が
よ
く
わ
か
っ
て
い

る
男
性
。「
表
情
が
い
い
」は
、そ
の
人
の
前
向
き

な
性
格
や
人
生
観
、懐
の
深
さ
、敏
感
さ
な
ど
の

す
べ
て
が
明
る
い
表
情
を
作
り
ま
す
。

「
優
し
い
＝
思
い
や
り
」は
絶
対
不
可
欠
。「
面

白
い
・
楽
し
い
」
も
た
い
せ
つ
。
未
来
あ
る
女

性
た
ち
よ
、
４
Ｅ
以
外
の
ネ
ク
ラ
で
そ
ば
に
い

結婚相談員から

を込めて
愛

る
だ
け
で
不
運
が
舞
い
込
み
そ
う
な
男
性
に
関

わ
る
の
は
無
駄
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、
男
性
た

ち
よ
、
４
Ｅ
を
持
つ
男
性
に
な
る
べ
く
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

を
！
も
ち
ろ
ん
、
女
性
に
も
４
Ｅ
を
持
っ
て

い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
東
日
本
大
震
災
の
話

や
、
昨
今
の
円
高
の
話
に
な
っ
て
も
、
知
ら
ん

顔
し
な
い
で
自
分
の
意
見
が
言
え
る
人
。
何
も

知
ら
ず
に
「
俺
は
偉
い
」
と
思
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
自
分
の
長
所
や
短
所
、
適
正
が
わ
か

っ
て
い
る
人
。
こ
ん
な
男
性
は
結
果
と
し
て
自

分
の
仕
事
が
よ
く
で
き
て
面
白
が
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
顔
の
表
情
筋
が
よ
く
動
き
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
感
情
が
笑
顔
に
な
っ
て
顔
に
出
て
い
ま
す
。

４
Ｅ
を
心
に
置
い
て
「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
」
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

４Ｅ
い〜

でいこう

にし、小麦粉、とき卵、パン粉をつけ油で揚げる。冷

蔵庫で少し冷やした方が揚げやすいです。鮭の塩

味でソースはかけずに食べられます。

　寒くなるこれからの季節、アツアツのコロッケをどう
ぞ召し上がれ。

高野健さん（正面）

上村夕季さん（小下里）

●
「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
詳
細
は
、

広
報
紙
お
知
ら
せ
板
11
月
５
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
事
務
局　

℡
７
６
５-

５
４
５
４



戸 籍 の 窓

藤木來
ら う

羽（岡） 咲万さん

 遥可さん

　　　結
ゆい

斗
と

（朴木沢）
 仁さん

藤ノ木陸
りく

斗
と

（朴木沢）
 涼子さん

　　　仁
にい

菜
な

（朴木沢）

桑原拓
たく

海
み

（正面） 明広さん

 敦子さん

瀧澤栞
かん

太
た

（正面） 翼さん

 祥子さん

風巻　燈
ともる

（正面） 和さん

 まなみさん

桑原いつか（城原） 光希さん

 彩乃さん

樋口明
あ き

希（穴山） 一生さん

 千恵子さん

風巻結
ゆ

月
づき

（大割野） 勇士さん

 美穂さん

小林ハツミさん	 （93歳・リバーサイドみさと）

樋口カツさん	 （88歳・城原）

高橋キクイさん	 （90歳・恵福園）

島田ともゑさん	 （98歳・上郷逆巻）

中島ハツヱさん	 （89歳・小池）

冨沢茂久さん	 （87歳・谷内）

縫殿吉正さん	 （94歳・宮野原）

髙橋國一さん	 （82歳・見玉）

半戸　正さん	 （62歳・朴木沢）

風巻清一郎さん	 （79歳・大割野）

鈴木吉次郎さん	 （88歳・相吉）

大口タツヰさん	 （70歳・米原）

滝沢清治さん	 （83歳・谷内）

髙橋一郎さん	 （85歳・中深見）

中島雅樹さん（小池）
島田由香さん（足滝） ｝
石沢　拓さん（鹿渡新田）

恩田麻由さん（鹿渡） ｝
樋口由喜夫さん（船山）

山本清子さん（栄村） ｝
大島　章さん（貝坂）

小泉麻実さん（東京都） ｝
石澤祐樹さん（駒返り）

小山あい子さん（割野） ｝
宮澤拓也さん（卯ノ木）

井ノ上知晴さん（谷内） ｝

■人口10,945（−）　男5,345（−）　女5,600（−）

■世帯数3,633（−9）　■転入／ 17　■転出／ 16　■出生／ 6　■死亡／ 7　■婚姻／ 511月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

☆“あなたが考えたクリスマスツリー”大募集!!
　「なじょもんクリスマス展2011」
12月3日㈯～ 12月25日㈰

　今年のクリスマス展は皆さんの力をかりて、なじょもんをク

リスマスツリーでいっぱいにします！

　素材、材料はなんでも OK ！あなただけの世界に 1 つだけ

のクリスマスツリーを作って、展示してみませんか？

　もちろん子どもでも大人でも、団体、仲間同士でも OK!

（小学生のお子様は保護者の付き添いで設置をお願いします。）

　応募締め切りは 11 月末までですが、12 月 2 日㈮までに設

置できるかたが対象となります。

　優秀作品には副賞を用意します（お客様の投票によって決定 !）。皆さまどしどし

ご応募ください。多くの参加をお待ちしております！

○探しています!!
　なじょもんでは、次のものを探しています。

　「センベ焼き器」、「布ぞうり用布」( 赤など派手なもの )、「ぬか釜」、「藍甕」。

　お心当たりのあるかたはご連絡ください。

　お待ちしております。
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予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります12月 【なじょもん☎765-5511】

日 時 プログラム 内　容 金額 対 象

3日㈯ 13:30〜 繭から糸とり
なじょもんで飼った家蚕の繭から糸をとってみましょう。1
つの繭から1500ｍの長さの糸！7〜8個の繭から1本の糸に紡
ぎます。

300 高学年から

4日㈰
10:00 〜

15:30
注連縄作り お正月の注連縄を今年は自分で作ってみませんか？ 500 中学年から

10日㈯ 13:30〜 繭から糸とり
なじょもんで飼った家蚕の繭から糸をとってみましょう。1
つの繭から1500ｍの長さの糸！7〜8個の繭から1本の糸に紡
ぎます。

300 高学年から

11日㈰
10:00 〜

15:30
注連縄作り お正月の注連縄を今年は自分で作ってみませんか？ 500 中学年から

17日㈯ 13:30〜
クリスマスバージョン 米

粉のクッキー
クリスマスのパーティー用にサクサクしっとりのクッキーを
作ってみませんか？

800 低学年から

18日㈰ 13:30〜 木の実のリース
ブドウのツル・アケビのツル・フジのツル・イチイの緑の枝の
リースに木の実を飾って、あなたのお家のドアに掛けません
か？

500 中学年から

23日㈷ 13:30〜 和紙のあかり まあるく やさしい 和紙のあかりを作ってみよう。 1,000 中学年から

24日㈯ 13:30〜 ローソクのランタン
ロウで作るランタンはロマンチック。クリスマスの夜にどう
ぞ！

1,000 中学年から

※友の会の皆さんは半額です。

陶芸サークルの皆さんの素晴らしい作品！昨年なじょもんではモミの木にひょ
うたんを飾ってみました！もちろん、
本物の木でなくても大丈夫です。


